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自然と出会う 歩っとする!

緑のそよ風
ウ才一キング大会

さっき晴れの好天気に恵まれた4月25日の日曜日、緑のそよ

風ウォーキング大会が行われました。このウォーキングは rlD

歳若がえり運動」の一環として昨年の秋から行われています。

当日は、参加したおよそ120人のみなさんが、年齢や体力に合

わせぼちぼち・てくてく・すたすたの3コースに分かれ総合会

館前を出発しました。木々の緑や自然を満喫しながら昭和パイ

パスや山伏川沿いを歩き、途中チェックポイントでクイズを解

きながらゴールに向かいました。無事ゴールしたみなさんには、

栄養改善推進員さんのとん汁のサービスがありました。

国
〔町の人口〕

男 6，785人 (+47)

女 6，407人(+35) 

言十 13，192人 ( +82) 

世帯数 4，559戸(+65) 

1993 5月1日現在。 ()内li前月比

. No.188 町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿
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今
年
の
四
月
か
ら
、
上
河
東
・
上
河
東
二
区
・
河
西
の
一
部
地
域
で
下
水
道
、
か
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
だ
。
現
在
こ
の
区
域
内
の
お
よ
そ
百
五
十
件
の
ご
家
庭
か
ら
、
下
水
道
の
本
管
に
ご
家
庭
の
排
水

施
設
を
つ
な
ぐ
工
事
の
申
込
み
が
あ
り
、
順
次
工
事
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
、
か
使
用
で
き
る
区
域
内
で
は
、
台
所
や
風
呂
場
な
ど
か
ら
流
す
雑
排
水
を
、
こ
れ
か
ら
は
下
水

道
に
直
接
流
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
芝
、
現
在
く
み
取
り
便
所
を
使
用
し
て
い
る
ご
{
丞
庭
は
、
水

洗
便
所
に
改
造
し
て
下
水
道
巳
流
し
て
い
だ
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
区
域
内
に
家
を
建
て
る
場

C 

りづく快適な環
ま
せ
ん
。

合
は
、
下
水
道
を
使
用
し
だ
水
洗
便
所
で
な
い
と
建
築
は
許
可
さ
れ

下
水
道
、
か
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
だ
時
は
、

一
日
も
早
<
本
管

に
つ
な
ぎ
込
み
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
も
早
く

下
水
道
ヘ
接
続
を

・
排
水
設
備
は
す
み
や
か
に

台
所
や
風
呂
、
ま
た
は
洗
濯
な
ど
の

汚
水
を
側
溝
や
水
路
に
流
し
て
い
る
場

合
、
す
み
や
か
に
下
水
道
に
直
接
流
す

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
下
水
道
法
第
十
条
)

ト
イ
レ
の
水
洗
化
は
三
年
以
内
に

く
み
取
り
便
所
は
、
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、

三
年
以
内

に
下
水
道
に
直
接
流
す
水
洗
ト
イ
レ

に

変
え
な
け
柁
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
下
水
道
法
第
十

一
条
の
三
)

浄
化
槽
は
、
維
持
管
理
が
悪
い
と
悪

臭
な
ど
で
周
辺
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、

下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
で
は
、
直
接
下

水
道
に
流
す
水
洗
ト
イ
レ
に
変
え
て
く

だ
さ
い
。

O
公
共
下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域

内
に
建
物
を
新
築
し
た
り
、
増
築
・

改
築
す
る
場
合
は
、
下
水
道
使
用
で

な
い
と
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

下
水
道
を
進
め
、
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う

② 

ホ
タ
ル
の
里
・
昭

町
平成5.6.1

相
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A下水車事の申込みから完成まで》

，-L-.‘ 

えE

事
庖

工

下
水
道
を
使
用
す
る

た
め
に
、
み
な
さ
ん
に

は
宅
内
の
排
水
設
備
工

事
を
し
て

い
た
だ
き
ま

す
。
工
事
の
着
手
か
ら

完
成
ま
で
の
諸
手
続
き

は
、
み
な
さ
ん
に
代
わ

っ
て
町
が
指
定
す
る
指

(
下
図
)
が
行
い
ま
す
。

事

の

申

込

み

工
事
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
都
市

計
画
課
下
水
道
係
(
包
万
l
2
1
1
1
)

に
工
事
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
指
定
業
者
を
紹
介
し
ま
す
の

で
、
工
事
方
法
、
便
器
の
種
類
、
工
事

費
用
や
支
払
い
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

指
定
工
事
庖
と
打
合
せ
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈工事費はしKらiJ
便
器
の
型
式
や
配
管
延
長
、

ま
す
の
数
な
ど
工
事
の
程
度
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
、か
、
お
お

む
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

0
水
洗
便
所
に
改
造

約
お
万
j

m
万
円

。
排
水
設
備

4
1
m
当
り
約
4
1
万
2
干
円

j

T
万
5
千
円

(
た
だ
し
、
タ
イ
ル
工
事
や
大
工
工
事
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
J

当升一
-V

" . 、

h
v
地
中
に
埋
め
ら
れ
る
汚
水
ま
す

昭和町下水道
排水設備指定工事盾

昭和町の下水道排水設備工事は、町の指定工事底でないと

工事はできません。(平成 5年 4月末現在)

工 事庖名 市町村 電話番 号

(械米 山 実 業 昭和町 75-3147 

甲信ネオ工業 (槻 竜王町 76-2430 

城東管 工 事(槻 甲府市 35-5221 

甲府冷暖工業 (掬 甲府市 26-5700 

一 和 住 設 (~制 櫛形町 84-1133 

側ヤザキ 工 業 八田村 85-3131 

日月 平日 工 業 (鮒 甲府市 51-7511 

(有)石 田 工 業 昭和町 26-6366 

(有)坂 本 工 業 昭和田I 75-3674 

備)丸正住宅設備 櫛形町 83-2017 

長 j召 工 業 櫛形町 83-0484 

(有)清

* 商 事 八田村 85-0649 

備)山 田 壬H又!L イ蒲 甲府市 37-1897 

側甲 A乃江又. 盛/包、 業 白根町 83-2074 

菊 島 号目凡又品 イ賄 側 韮崎市 0551-22 -0382 

宝設備工業所 甲府市 35-2828 

(鮒 日 立局ts. 玉穂町 73-7091 

山 梨藤 吉 工 業側 甲府市 26-7121 

(槻 山 梨管 工 業 甲府市 41-6011 

樋 口 壬員又11. 備 甲府市 26-6529 

甲府住宅設備 (附 甲府市 28-8821 

備) コ 陽 工 牙塾長ミと 甲府市 51-3357 

(槻 小 山 工 業 双葉町 0551-28 -2096 

用 工 業 側 韮崎市 0551 -22 -2231 

(~刑 レ イ コ 一 敷島町 77-6863 

有 泉 工 業 (械 甲府市 35-0587 

工
事
の
実
施

工 事 底 名 市町村 電話番号

勇 進 産 業(槻 甲府市 28-6666 

サ ン リッフ。ラント 和~ 甲府市 22-8091 

大 久 調 温(栂 甲府市 35-2881 

大 栄 号両八又a 備(械 甲府市 24-4331 

株)渡辺工業 所 甲府市 24-6353 

甲府管工業情) 甲府市 26-1223 

一 木 号員又!L 備 甲府市 22-7368 

(附 花輪工業 所 甲府市 26-7722 

③広報しょうわ

土、 I~ 確認をうけた指
白 戸、云、1ι

t?' '1‘ミ;;:Jyu 定工事后は、工事

μ.rZJこ着手します。工

初 ハ 事に必要な回数は、

今ト斗々、 →支の住宅の場合

;.:IA，&ゅy 泌芸に泊二三
λは で ー
、\)'ゃ- \t~. 、 ' .: ~~ ~ ， ~ " らいで、そのうち

便所を使用できないのは4日程度です。

平成5.6.1

惨
工
事
終
了
後
の
よ
う
す



平
成
五
年
度

各
地
区
役
員
さ
ん
の
紹
介

【
西
条
一
区
}

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
西
条
ニ
区
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
清
水
新
居
】

区

長
区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
西
条
新
田
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【

押

越

】

区

長

区
長
代
理

佐 三 中 三 角藤高笠田赤高中高石西五保中堀福細 日川海子

(
敬
称
略
)

野井込井野綱野井中坂野沢野原村味坂田向沢内島口野 塚

佳平日正彦定敏昌五幸文公六岩徳幹一 周喜政賢勝照

彦猛夫猛男

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
河
東
中
島
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

{
紙
漉
阿
原
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

{
築
地
新
居
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

衛明之秀六一雄介夫男美 雄郎作幸弘次

各地区の概要

治一忠

薬秋丸井荻山伊石武小清
宮

藤原井山水

横田窪河井

袋山山上野口内中田田上

重主主
ドゴ安一一啓正幸純仲和輝

春紀

【

飯

喰

】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【

河

西

】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
上
河
東
】

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

【
上
河
東
ニ

E
】

区

長
区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

夫 利 栄 一浩好吉富麿美光勉男千

島磯今鷹

津部沢野

樋五今秋薬

口 味 村 山 袋

小塚長細伊

松原倉田藤

乙藤小矢大

黒原 川 巻木

一 正松秀美大正常征美将辰幸英輝
(平成5年4月4日現在)

三春夫 林

新しい

農業委員さん

決まる

己治和巳三

当選11名

推薦 5名

勝司洋 勇義

任
期
満
了
に
伴
う
本
町
の
農
業
委
員

選
挙
は
四
月
二
十
日
に
告
示
さ
れ
、
定

数
と
同
数
の
十
一
名
の
立
候
補
が
あ
り

ま
し
た
の
で
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま

し
た
。

ま
た
、
昭
和
町
議
会
・
中
巨
摩
東
部

農
協
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ
る
委
員
さ
ん

五
名
も
決
ま
り
ま
し
た
。

二夫実雄 雄

委
員
の
み
な
さ
ん
の
任
期
は

間
で
す
。

0
農
業
委
員
当
選
者

笹

本

照

男

秋

山

久

幸

清

水

道

雄

鷹

野

忠

利

五

味

一

素

佐

野

幸

夫

羽

万

栄

幸

角

野

徳

治

坂
田
文
一

小
林

学

野

沢

稔

三
年

④

(
敬
称
略
)

6RV
 

(
届
け
出
順
)
成

現

清

水

新

居

平

現

紙

漉

阿

原

〉み
4

新

押

越

β

新

飯

喰

ル

新

西

条

二
区

日

新

河

東

中

島

現

河

西

新

西

条

一
区

現

西

条

新

田

新

築

地

新

居

新

上

河

東

0
昭
和
町
議
会
推
薦

秋

山

俊

明

泉

昌

夫

石

川

洋

0
中
巨
摩
東
部
農
協
推
薦

秋
山

等

西

条

二

区

0
峡
中
南
部
農
業
共
済
組
合
推
薦

牧

野

方

宏

清
水
新
居

昭
和
町
消
防
団

本
部
役
員
紹
介

(
敬
称
略
)

六
夫
(
清
水
新
居
)

敏
美
(
築
地
新
居
)

謹

一

(
西
条

一
区
)

久
(
築
地
新
居
)

幸
仁
(
紙
漉
阿
原
)

一

(
西
条
新
田
)

正
樹
(
紙
漉
阿
原
)

企堀内選挙管理委員長から当選証書を受け取る
当選されたみなさん

団

長

一副
団
長

機

長

指
導
部
長

窪山 野坂深野石
田中沢本川中原

地区 名 人 口 世帯
"" 
西条一区 1 ，126 415 

西条二区 2，443 862 

清水新居 1 ，151 448 

西条新田 866 264 

押 越 1，199 374 

河東中島 891 277 

紙漉何原 999 384 

築 地新居 1 ，043 327 

飯 膿 487 168 

河 西 1 ，184 409 

」ニ河東 619 231 

上河東二区 1 ，102 335 

4c2コh 言十 13，110 4，494 

" 

西
条
二
区

紙
漉
阿
原

築
地
新
居
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押

原

押
原
小
学
校
の
北
側
に
造
成
を
進
め

て
い
た
自
然
公
園

『押
原
の
社
』
が
完

成
し
、
四
月
二
十
七
日
に
は
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

都
市
化
が
進
む
本
町
に
お
い
て
、
次

第
に
美
し
い
自
然
が
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
現
在
、
可
能
な
限
り
自
然
を
残
し、

公
園
を
造
成
し
て
い
こ
う
と
、
小
学
校

や
P
T
A
の
要
望
に
お
応
え
す
る
な
か

で
咋
年
の
十

一
月
工
事
に
着
工
し
ま

‘
希
望
の
丘
か
ら
見
下
ろ
す
公
園
内

完
成

し
た
。敷

地
面
積
は
約
三
手
六
百
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
公
園
内
に
は
高
さ
約
三
・
五

メ
ー
ト
ル
の

「希
望
の
丘
」
や
芝
生
広

場
が
あ
り
、
ま
た
清
ら
か
な
せ
せ
ら
ぎ

も
あ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
水
遊
び
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
公
園
の
東
側

に
は
果
樹
園
や
学
校
農
園
が
あ
り
、
西

側
に
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
源
氏
ボ

タ
ル
の
幼
虫
が
育
つ
よ
う
に
、
き
れ
い

a泉町長と吉成児童会長
との記念植樹

な
地
下
水
を
く
み
上
げ
た

「
蛍
池
L

と

「
蛍
川
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
や
が
て

こ
の
公
園
の
中
で
自
然
発
生
し
た
ホ
タ

ル
が
初
夏
の
夜
空
を
彩
る
の
も
夢
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
敷
地
面
積
で
す
が
、
低
木

高
木
の
配
置
な
ど
も
工
夫
し
、
緑
が
い

っ
ぱ
い
の
自
然
公
園
に
な
り
ま
し
た
。

や
が
て
こ
の
公
園
が
野
鳥
の
楽
園
と
な

り
、
昆
虫
も
繁
殖
し
て
、
四
季
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
の
生
活
科
や
理
科
の
自

然
教
室
と
な
る
と
と
も
に
、
情
操
豊
か

な
子
ど
も
の
育
成
に
大
い
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
憩
い
と

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

白
川
湖

窃
ひ
き

ω砲
事
を
包
括
§

紙
漉
阿
原
今
川
を
守
る
会

押
原
中
学
校
の
増
改
築
工
事
が
完
成

し
、
五
月
十
二
日
に
は
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

A水と緑の自然公園です

最先端の設備も充実

と

緑

の

自

然

公

園

の
杜
』

パソコン教室 噛

を新設
多目的教室 々

増改築完成
押原中校舎

‘F

引
台
を
備
え
た
本
校
自
慢
の
パ
ソ
コ
ン
教
室 Aあじさいの苗を植える会のみなさん

紙
漉
阿
原
の
「
今
川
を
守
る
会
」
(
五

味
政
会
長
)
は
、
紙
漉
阿
原
の
今
川
の

環
境
保
全
と
美
化
の
た
め
、
今
川
の
西

岸
に
あ
じ
さ
い
の
苗
百
二
十
本
を
植
え

ま
し
た
。

「今
川
を
守
る
会
」
は
、
今
川
の
環
境

保
全
と
美
化
に
努
め
自
然
を
守
り
、
区

民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
長
く
後
世
に

残
そ
う
と
考
、
ぇ
発
足
し
ま
し
た
。

活
動
は
主
に
今
川
の
清
掃
や
緑
化
推

進
、
桜
並
木
の
保
護
な
ど
を
行

っ
て
い

ま
す
。

今
回
植
え
た
あ
じ
さ
い
は
、
来
年
の

六
月
頃
き
れ
い
な
花
が
咲
く
で
し
ょ
う
。

押
原
中
学
校
は
、
現
在
の
地
へ
移
転

し
て
十
七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ

の
間
生
徒
数
が
次
第
に
増
加
し
、
普
通

教
室
が
不
足
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
特
別
教
室

も
必
要
に
な
り
ま
し
た
の
で
今
回
の
増

改
築
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

増
改
築
で
は
、

一
階
に
金
工
室
と
木

工
室
を
、

二
階
に
多
目
的
教
室

・
視
聴

覚
室
・
図
書
室
、

三
階
に
は
生
徒
が
ひ

と
り

一
台
ず
つ
使
用
し
て
学
習
で
き
る

よ
う
に
四
十

一
台
を
備
え
付
け
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
な
ど
が
、
ま
た
四
階
に
は
普

通
教
室
の
他
、
第

一
、
第
二
の
二
つ
の

音
楽
室
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
の
校
舎
の
外
壁
も
新
し

く

一
緒
に
塗
装
さ
れ
、
外
観
も

一
段
と

美
し
い
校
舎
に
な
り
ま
し
た
。
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惚
け
て
死
ぬ

山
梨
医
科
大
学
教
授

第
一
保
健
学

章

夫

最
近
の
私
た
ち
に
は
年
令
否
認
と
い
う
心
理
状
況
が
あ
り
ま
し
て
、

自
分
で
も
若
い
と
思
い
た
い
し
、
他
人
に
も
本
当
の
年
令
よ
り
も
若

い
と
思
わ
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人

に
は
と
く
に
こ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ

で
観
て
い
る
と
、
相
当
の
年
配
の
人
で
も
若
々
し
い
派
子
な
服
装
を

し
て
い
ま
す
。
燃
え
る
よ
う
な
赤
色
の
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
い
る
人
が

大
勢
画
面
に
登
場
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
、
若
く
な
け
れ
ば
生
き
て

い
る
意
味
が
な
い
、
健
康
で
な
け
れ
ば
生
き
る
価
値
が
な
い
、
と
い

う
心
理
傾
向
を
も
っ
社
会
で
す
。
し
た
が

っ
て
お
年
寄
り
で
も
よ
く

走
っ
て
若
さ
を
ア
ピ

ー

ル
し
よ
う
と
し
ま
す
。
カ

l
タ
l
大
統
領

も
来
日
中
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
倒
れ
ま
し
た
し
、
最
近
で
は
ブ
ッ
シ

ュ
大
統
領
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
に
頻
脈
発
作
を
起
こ
し
ま
し
た
。

か
つ
て
、
中
国
、
日
本
な
ど
の
儒
教
文
化
圏
で
は
、
年
配
者
は
歳

を
重
ね
て
い
る
と
い
う
そ
の
こ
と
だ
け
で
尊
敬
さ
れ
ま
し
た
。
年
令

と
共
に
役
立
つ
知
識
、
経
験
が
豊
か
に
な
る
と
い
う
実
際
的
な
側
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
年
寄
り
は
度
重
な
る
飢
館
、
戦
争
、
疫
病
と

戦
い
勝
利
を
お
さ
め
た
何
よ
り
の
生
証
人
で
き
わ
め
て
貴
重
な
存
在

だ

っ
た
の
で
す
。
生
・
老
・
病
・
死
と
い
う
よ
う
に
歳
を
と
る
と
い

う
こ
と
は
そ
れ
だ
け
死
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
が
、

か
つ
て
の
老
人
は
深
い
知
恵
に
支
え
ら
れ
て
瓢
々
と
し
て
死
と
向
か

い
合
っ
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
老
人
H
H
悟
っ
た

人
と
い
う
趣
も
あ

っ
て
、
老
人
は
尊
敬
す
べ
き
存
在
で
し
た
。

つ
い
五

O
年
前
ま
で
は

「
人
生
七

O
、
古
来
稀
な
り
」
で
し
た
が
、

最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
の

人
が
七

O
才
を
超
え
て
生
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
数
が
多
く
な
る
と
珍
し
く
も
な
く
な
り
、
相
対
的
に
年
を

重
ね
る
こ
と
の
価
値
が
下
落
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
老
人
の
平
均
的

佐

藤

イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
り
ま
し
た
。
枯
れ
た
お
年
寄
り
が
少
な
く
な
っ
て
、

ギ
ラ
ギ
ラ
と
脂
ぎ
っ
た
老
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
結
構
な
こ
と
で
す

が
、
少
し
淋
し
い
気
も
し
ま
す
。

私
た
ち
は
何
に
も
増
し
て
自
分
が
可
愛
い
も
の
で
す
。
自
己
愛
の

塊
で
す
。
こ
の
自
己
愛
の
最
も
怖
い
相
子
は
死
ぬ
こ
と
で
す
。
自
己

愛
の
破
滅
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
歳
を
と
る
こ
と
は
こ
の
自
己
愛

を
著
し
く
傷
つ
け
ま
す
。
あ
の
若
々
し
い
肉
体
に
較
べ
て
、
こ
の
貧

相
な
身
体
、
醜
い
顔

つ
き
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に

老
残
で
は
な
い
か
、
あ
あ
、
年
は
と
り
た
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ
り
た
い
、
元
気
で
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
ま
た
何
と
し
て
も
死
に
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
に

通
じ
ま
す
。
日
本
で
も
最
近
は
妙
に
荘
作
り
す
る
人
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

死
に
た
く
な
い
の
に
、
い
つ
か
は
死
な
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
辛

い
こ
と
で
す
。
か
の
良
寛
も
死
の
床
に
あ
っ
て
「
死
に
と
う
な
い
・
:
」

と
訴
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
き
て
歳
を
と
る
と
い
う
こ
と
は
何

か
を
失
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
人
間
は
そ
の
一
生
の
う
ち
に
幾
度

か
危
機
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
で
も
最
後
の
喪
失
|
今
生
の

別
れ
ー
が
最
大
の
危
機
で
す
。
親
し
い
友
と
も
別
れ
た
、
兄
弟
と
も

死
に
別
れ
た
、
両
親
も
看
取
っ
た
、

し
か
し
こ
れ
ら
の
別
れ
に
は
必

ず
別
の
新
し
い
出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
自
分
が
死
ぬ

と
き
は
す
べ
て
の
も
の
に
永
遠
の
別
れ
を
告
げ
る
の
で
す
。
こ
の
懐

か
し
い
故
郷
の
山
々
も
も
う
二
度
と
仰
ぎ
見
る
こ
と
は
な
い
、
す
べ

て
が
「
も
う
こ
れ
っ
き
り
」
な
の
で
す
。

私
が
初
め
て
火
葬
場
で
白
骨
を
み
た
の
は
叫
親
の
そ
れ
で
し
た
。

そ
れ
は
何
と
も
い
い
表
わ
し
よ
う
の
な
い
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
逃
体

そ
の
も
の
を
見
た
と
き
よ
り
も
驚
陪
の
度
合
い
は
は
る
か
に
強
か
っ

た
こ
と
を
山
見
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
幾
度
と
な
く
火
葬
場
で
遺
骨
を

竹
箸
で
拾
う
場
面
に
立
ち
会
う
よ
う
に
な

っ
て
、
自
分
も
結
局
最
後

は
甲
」
う
な
る
の
だ
な
あ
と
泣
骨
拾
い
を
比
較
的
冷
静
に
受
け
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

死
ぬ
こ
と
は
眠
る
こ
と
と
同
じ
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
永
遠
の

眠
り
に
つ
く
と
き
は
入
眠
時
に
多
少
の
苦
痛
を
伴
う
こ
と
と

二
度
と

新
し
い
朝
を
迎
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
違
う
だ
け
だ
と
い

い
ま
す
。
し
か
し
悟
り
を
聞
い
た
人
生
の
達
人
で
も
な
い
限
り
意
識

清
明
な
ま
ま
で
永
遠
の
眠
り
に
つ
け
る
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
幸
い
な
こ
と
に
ど
ん
な
人
で
も
死
の
直
前
は
み
ん
な
多
少
と
も

惚
け
る
の
で
す
。

「呆
け
」
こ
そ
が
凡
人
を
死
の
恐
怖
か
ら
守

っ
て

く
れ
る
唯

一
の
妙
薬
で
あ
る
と
い

っ
て
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
短

期
間
の
「
呆
け
」
で
了
わ
る
人
も
い
れ
ば
、
数
年
間
惚
け
た
状
態
で

過
ご
す
人
も

い
ま
す
。

「呆
け
」
を
必
ず
し
も
否
定
的
に
と
ら
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「呆
け
」
は
、
悟
り
の
境
地
に
達
し
え
な
い
私
た
ち
九
人
に
、
神
が
、

仏
が
与
え
て
く
れ
た
妙
な
る
贈
り
も
の
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
痴

呆
老
人
を
か
か
え
た
家
族
の
苦
労
は
察
し
て
あ
ま
り
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
苦
労
話
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る
感
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
脳
血
管
痴
呆
と
老
年
痴
呆
(
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

l
型
痴
呆
)
と
い

う
病
的
痴
呆
は
医
療
、
福
祉
に
よ
っ
て
対
応
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、

被
害
妄
想
に
基
づ
く
家
族
へ
の
嫌
が
ら
せ
、
あ
る
い
は
配
偶
者
の
喪

失
な
ど
に
伴
う
惨
状
態
は
、
期
間
の
長
短
は
あ
り
ま
す
が
、
歳
を
重
ね

れ
ば
多
く
の
人
が
経
験
す
る
老
年
期
特
有
の
情
緒
、
行
動
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
子
供
の
頃
か
ら
「
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な
い
、
間
り
に

気
を
つ
か
う
」
と
い

う
こ
と
を
集
団
生
活
の
な
か
で
最
も
重
要
な
事

柄
と
し
て
受
け
と
め
て
き
ま
し
た
。
大
部
分
の
人
は
、
同
り
に
気
兼

ね
し
て
言
い
た
い

こ
と
も
言
わ
な
い
、
し
た
い
こ
と
も
し
な
い
、
じ

っ
と
我
慢
す
る
、
と
い
う
生
活
を
送

っ
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
考

え
て
み
ま
す
と
、
赤
ん
坊
の
と
き
は
周
囲
の
迷
惑
も
考
え
ず
、

気
に

い
ら
な
い
と
き
に
は
泣
き
、
査
一
尿
を
た
れ
流
し
、
食
べ
た
い
と
き
に

食
欲
を
満
た
し
て
き
た
の
で
す
。
周
り
と
の
調
和
を
最
大
限
心
掛
け

て
生
き
て
き
た
私
た
ち
も
、
命
の
炎
が
ま
さ
に
尽
き
な
ん
と
す
る

一

時
期
だ
け
、
も
う

一
度
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
こ
と
が
許
さ
れ
る

の
で
す
。
死
ぬ
こ
と
を
母
な
る
大
地
に
還
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
年
齢
を
過
ぎ
る
と
、
人
は
乳
児
期
に
逆
行
し
て
叫
胎
に
戻

る
の
で
す
。
古
代
の
豪
族
の
墳
墓
に
前
方
後
円
墳
と
呼
ば
れ
る
古
境

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
方
後
円
墳
は
、
そ
の
形
か
ら
み
て
母
胎
(
子

宮
)
の
象
徴
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

精
神
状
態
が
乳
児
に
近
い
と
い

っ
て
も
、
老
人
と
赤
ん
坊
で
は
大

き
な
遠
い
が
あ
り
ま
す
。
赤
ん
坊
は
な
ん
と
い

っ
て
も
小
さ
く
て
柔

ら
か
い
、
可
愛
い
、
未
来
が
あ
る
、
希
望
が
あ
る
、
そ
れ
に
対
し
て

痴
呆
老
人
は
大
き
く
て
重
く
固
い
、
さ
ら
に
は
、
醜
い
、
過
去
の
人

で
あ
る
、
絶
望
の
淵
に
沈
ん
で

い
る
な
ど
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
。
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「死
ぬ
」
と
い
う
こ
と
は
「
も
う
こ
れ

っ
き
り
」
な
の
で
す
。
痴

呆
老
人
の
行
動
は
人
生
最
後
の
わ
が
ま
ま
で
す
。
こ
の
わ
が
ま
ま
を

許
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
周
囲
の
人
々
に
と

っ
て
は
厄
介
な
こ

と
こ
の
う
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「呆
け
L

は
本
人
に
と
っ
て
は
至
福

と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
か
ら
で
す
。
寝
た
き
り
老
人
の
心
情
は
痴

呆
老
人
よ
り
も
も
っ
と
辛
い
で
し
ょ
う
。
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
頑
固
と
い
え
る
ほ
ど
に
意
思
強
固
で
あ

っ
た
人
訳
、

床
に
つ
い
た
ま
ま
下
の
世
話
を
受
け
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
耐
え
が

た
い
こ
と
で
す
。
悲
惨
で
す
。
し
か
し
、
お
年
寄
り
は
み
な

一
様
に

「
寝
た
き
り
」
に
な
る
以
上
に
「
呆
け
る
」
こ
と
を
怖
が
り
ま
す
。

人
聞
は
死
を
目
前
に
し
で
も
な
お
周
囲
へ
の
気
遣
い
を
忘
れ
な
い
可

哀
相
な
存
在
で
す
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、
歳
を
と
る
と
い
う
こ
と
は
何
か
を
失
う
こ
と

で
す
。
体
力
が
衰
え
る
、
退
職
し
て
収
入
が
減
る
、
い
つ
か
は
配
偶

者
を
失
う
、
そ
し
て
最
後
は
自
分
が
死
ぬ
、
こ
の
よ
う
な
喪
失
を
受

け
入
れ
て
生
き
る
こ
と
が
向
老
期
の
課
題
で
す
。
六

O
代
の
人
が
心

掛
け
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
ハ
ビ
ガ

l
ス
ト
と
い
う
人
は
つ
ぎ
の
四

集

つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

一
、
自
分
と

同
年
配
の
人
た
ち
と
明
る
い
親
密
な
関
係
を
確

立
す
る
こ
と
、

二
、
社
会
的
責
任
を
引
き
受
け

る
こ
と
、

三
、
肉
体
的
生
活
を
満
足
に
送
れ
る

よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
、
そ
し
て
つ
ね
に
四
、

永
遠
の
訣
別
を
こ
こ
ろ
し
て
生
き
る
こ
と
、
の

四
つ
で
す
。

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
良
寛
の
手
紙
の
一
節

で
私
の
話
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

「災
難
に
遭
う
時
節
に
は
災
難
に
遭
う
が
よ

く
候
。
死
ぬ
る
時
節
に
は
死
ぬ
が
よ
く
候
。
是

は
そ
れ
災
難
を
の
が
れ
る
妙
法
に
て
候
」
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

。
食
べ
物
が
よ
く
岐
め
、
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
こ
と
。
こ
れ
が
健
康
の
第

一
歩
で
す
。
今
回
は
、
歯
の
健
康
に
つ

い
て
、
昨
年
の
総
合
健
診
の
中
で
の
歯

科
検
診
の
結
果
を
み
な
が
ら
考
え
て
い

美
C

宇
ナ
し
ょ
、
っ
。

虫
歯
と
並
ん
で
多
い
歯
周
疾
患
。
特

に
四
十
歳
す
ぎ
の
人
に
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
芽
は
二
十
歳
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
歯
を
磨
い
た
り
、
リ
ン
ゴ
を
か

じ

っ
た
時
な
ど
に
、
歯
肉
か
ら
血
が
出

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
そ
れ
が
初

期
症
状
で
す
。
そ
れ
を
放
置
し
て
お
く

と
、
歯
肉
が
腫
れ
、
痛
み
が
で
て
、
何

も
し
な
い
の
に
出
血
し
た
り
、
ウ
ミ
が

出
て
き
ま
す
。
つ
い
に
は
、
歯
が
グ
ラ

グ
ラ
し
て
物
が
岐
み
に
く
く
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。

検
診
時
の
問
診
で
は
、
歯
肉
の
痛
み

出
血
の
あ
る
人
が
約
四
割
、
な
い
人
が

約
六
割
い
ま
し
た
。

で
は
な
ぜ
歯
周
疾
患
が
起
こ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
歯
垢
と
い
う
歯
の
汚
れ
と

殺
菌
が
、
歯
に
つ
い
た
ま
ま
硬
く
な
る

と
歯
石
と
な
り
、
歯
と
歯
肉
の
す
き
間

に
こ
び
り
っ
き
症
状
が
進
行
し
て
く
る

の
で
す
。

検
診
結
果
で
歯
周
疾
患
あ
り
の
人
が

七
割
近
く
い
ま
し
た
。
昨
年
度
と
比
較

す
る
と
、
約
一
%
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
口
の
中
の
き
れ
い
な
人
は
五
%
と

少
な
く
、
ふ
つ
う
が
約
半
数
、
よ
く
な

い
が
約
四
割
と
な
り
、
歯
垢
・
歯
石
あ

り
の
人
が
七
割
い
ま
し
た
。

自
分
で
思

っ
て
い
る
よ
り
、
口
の
中

は
汚
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

コ

一
年
以
内
に
歯
科
医
に

か
か
り
ま
し
た
か

J

歯
の
よ
ご
れ
の
状
態

歯
み
が
き
を
し
て
口
の
中
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
は
自
分
で
も
で
き
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
歯
肉
の
状
態
も
チ
ェ

ッ

ク
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

総
合
判
定
で
も
何
ら
か
の
処
置
が
必

要
と
い
う
人
が
、
八
割
以
上
を
占
め
る

結
果
で
し
た
。
そ
し
て
、
六
割
以
上
の

人
が

一
年
以
上
歯
科
医
を
受
診
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
早
期
発
見
の
た
め
に

も、

一
年
に

一
回
は
定
期
検
診
を
受
け

キ
?
し
ょ
、
っ
。

今
年
も
七
月
の
総
合
健
診
と
同
時
に

歯
科
検
診
も
行
い
ま
す
。
昨
年
の
総
合

健
診
受
診
者
数
は
二
千
三
百
二
十
三
人

で
、
そ
の
う
ち
歯
科
検
診
を
受
け
た
人

は
五
百
九
十
二
人
で
し
た
。

健
康
は
、
「
歯
」
か
ら
と
言
い
体
に
と

っ
て
大
切
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
「
総

合
」
健
診
で
す
の
で
、
歯
も
忘
れ
ず
に

受
け
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

〈
保
健
婦
〉

周疾患の有無 (H3・Hγ!のよじI[>~)O 

不明 8人(1.4%)〈全体〉

なし 245人(41.3%)339人(57.3%)歯周疾患、ありH3 

191人(32.3%)395人(66:7%) H4 

6人(1.0%)

平成5.6.1⑦広按しようわ



はっびいたいむ

私と
νフトボール
体↑易ママ さんソフト ボール部
諏訪田藤子さん(西条二区)

今
月
は
、
町
の
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
で
活
躍
し
て
い
る
諏
訪
田
藤
子

さ
ん
で
す
。

私
が
昭
和
町
に
移
り
住
ん
で
、
十
六

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
時
昭
和
体
協
マ

マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
県
下
六

十
余
チ
l
ム
の
中
で
常
に
五
本
の
指
に

入
る
と

い
う
県
下
に
誇
る
チ

l
ム
で
し

た
。
し
か
し
、
し
だ
い
に
若

い
選
手
が

他
町
村

へ
転
出
し
て
し
ま
い
、
と
う
と

う
休
部
と
い
う
状
態
に
ま
で
な
っ

て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
昨
年
ま
た
新
た
に
優

秀
な
指
導
者
に
恵
ま
れ
、
体
協
か
ら

ユ

ニ
ホ
ー
ム
も
新
調
し
て
い
た
だ
き
、

心

機

一
転

「夢
よ
も
う

一
度
」
と
希
望
に

燃
え
再
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の

の
、
現
在
十
名
た
ら
ず
の
小
さ
な
チ
ー

ム
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

練
習
は
週

一
回
で
す
が
試
合
近
く
は

週
二
回、

未
だ
あ
か
ね
色
に
残
る
夕
空

の
下
で
、
若
い

人
た
ち
と

一
緒
に
な

っ

て
白
球
を
追

い
、
お
互

い
に
声
を
掛
け

合

い
励
ま
し
合
っ
て

い
る
と
、
雑
念
が

汗
と
と
も
に
流
れ
去
り
、
明
日
へ
の
力

が
み
な
ぎ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
何
と
い

っ
て
も
私
の
十
六

年
間
の
月
日
は
取
り
戻
す
予
」
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
「飽
食
の
国
」
と
い
う
言
葉
に

甘
ん
じ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

年
と
と
も
に
体
重
が
増
え
、

若
さ
は
気

持
ち
ば
か
り
で
、
あ
せ

っ
て
も
体
の
方

が
い
う
こ
と
を
き
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
誰
か
が
チ

l
ム
を
支
え
て
い

か
な
く
て
は
と
心
に

「
フ
ァ
イ
ト
」

の

言
葉
を
念
じ
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
く
ら
い

若

い

人
と

一
緒
の
た
め
か
、
み
ん
な
か
ら
「
お

母
さ
ん
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
な
が
ら
も、

挫
折
し
そ
う
な
気
持
ち
に
ム
チ
打
ち
、

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
る
、
小
粒
で
も
ピ
リ
リ
と
辛

い
チ
ー

ム
づ
く
り
に
こ
れ
か
ら
も
遁
進
し
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
た
ち
は
町
内
の

み
な
さ

ま
方
の
チ

l
ム
入
り
を
大
手
を
広
げ
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
全
く
経
験
の
な

い
方
で
も
気
軽
に
私
た
ち
と

一
緒
に
健

康
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 企チームのみなさんとソフトボールを楽し

む諏訪田さん(写真左)

治11市府押111川Jf|町:JJIll

6
4
1
4
3
4
1
4
1
々

大

大

大

大

大

小

少

(タレ)

すりごま
砂糖

酢

しょうゆ

ねぎみじん切り
しょうが ノノ

練とうがらし

1T 
100 g 
少々
1 :本
3枚

2ケ

2ケ

_t7叫 (L;人分)

豆腐

鶏ささみ

レモン汁

きゅうり

大葉

ラデツシユ

マリーン

〈かに風昧)

.作り万

① 豆腐は重石をのせて水気を切り厚めのたんさ、くに切ります。

② 鶏ささみはひたひたの熱湯に塩ひとつまみとレモン汁少々

を入れて蒸し煮します。水気を切って食べやすくさきます。

きゅうりは斜め切りにしてせん切りにし、大葉もせん切り

にします。ラテツシユはうす切りにして半月切り、マリー

ンはさいておきます。

①②③を盛ってタレをかけます。

③ 

豆
腐
の

サ
ラ
ダ
風
あ
え
も
の

栄養改善推進員

小松順子さん(上河東二区)

| ちょっと一言 l 
ごまはカルシウムた っぷ り。不

足しがちなカルシウムを取 るの

に良いと思います。

仁二二コ

こ
う
ぼ
う
川
柳

向

い
会
う
鏡
は

心
ま
で
写
し

笑
い
こ
け
嫁

一
人

っ
き
り
の

テ

レ
ビ

潮
千
狩
て
っ
か
い
袋
ぶ
ら

下
け
て

合
格

の
知
ら
せ

に
や
っ
た

V
サ
イ
ン

老

い
の
行
く
背
に

も
利
下
の
矢
が
利
さ
り

政
治
家
の

不
信
へ
義
務
の
票

ゆ

れ

る

磯

部

口
紅
も
い
そ

/
¥
1総
会
老

い
の
幸

潮
干
狩

モ
ン
ペ
持
参

が
な
つ
か
し
い

引
潮

に
武
将

の
話
信
じ
た
日

潮
干
狩
貝
も
生
活
の
足
し

と
し
て

④ 

浮
草

の
俺
に
も
花
咲
く
時
が
あ
る

伸
ひ
悩
む

心
に
親
の
知
恵
を
貸
し

潮
の
香
を
そ
っ
と
包
ん
だ
宅
急
便

胸
算
用
く
す
ぶ
り
始
る
春
の
畑

老
人
の
励
し
合

っ
て
る
長
電
話

引
潮
の
様
に
バ

フ
ル
は
去

っ
て
行
き

潮
境
の
顔
が
微
笑
む

大
漁
旗

大
物
が
小
物
に
落
ち
た
欲
の
皮

蕗
の
苔

一
つ
こ
つ
と

春
を
告
げ

幸
せ
が
す
ぎ
て
個
性

の
な
い
若
芽

陽
伸

び
て

三
寒

四
温
の
春

が
行
く

渦
潮
に

心
躍
ら
す
舟
の
旅

海
便
り
千
葉
か
ら
早

い
潮
干
狩

平
和
ど
は
裏
は
ら

日
毎

の
交
通
禍

鍬
と
れ
ば
貧
し
さ
忘
れ
た
広
き
視
野

ク
ラ
ス
会
潮
騒
の
宿
よ
く
喋
る

井
口

森

田
み
づ
は

;尺
高
野

矢

崎
山
本
み
よ
子

三
神
ま
も
る

森
田

相
原
あ
き
子

堀
内
美
代
子

;尺
中
;尺

に二二コ

⑧ 平成5.6.1

素
木

広報 しょうわ

玉
枝

イじ

枝
夏
子

竜
星

狂
花

春
男

久
子



てレま

しょうへい

落合祥平くん
• H4. 6. 9生(紙漉阿原)

・ (父)徳仁・(回)英美

わが家のやんちゃで、甘えん坊な祥平

です。好奇l山旺盛で元気いっぱいです。

人の痛みのわかる仙のやさしい子に育っ

てほしいと思います。

e盟留-

当
4人目の子どもから

支給

手主呈児

..~~骨骨与喝行￠伊U塙い

児
童
主
当

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す
る
人

に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家

庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の

社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
ぴ

資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

[
児
室
手
当
を
安
宅
で
さ
る
人

三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
、
前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
未
満

目IJ

i告樹

玲子

士克

名

れ
リ
，

F」み

井

池

岡

西

二

小

豊

河

区

区出出
『

T
E

，

西 条

の
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の
一
月
か
ら
制
度
の
改
正
が
行

わ
れ
、
支
給
対
象
と
な
る
年
齢
に
つ
い

て
は
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
役
場
児
童
手
当
係
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ぎ一一

4
T
H

勺

ナ

日

申

昨
年

一
月
か
ら
児
童
手
当
の
額
は、

第
一
子
及
ぴ
第
二
子
は
月
額
五
千
円
、

第
三
子
以
降
は

一
人

に

つ

き

月

額

万

円
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
手
当
の
所
得
要
件
に
該
当
し
な

い
た
め
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
被
用
者

(
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
人
)

ま
た
は
公
務
員
に
つ
い
て
、
そ
の
人

の
前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
に
満
た
な

い
と
き
は
、
特
例
給
付
が
支
給
さ
れ
ま

す
。-

飼
い
可
、
の
方
旨

手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
認
定
請
求
書
を
役
場
に
(
公

務
員
は
勤
務
先
に
)
提
出
す
る
必
要
が

矢111奇良治

長谷部幸子

清本竜 治

依田和美

植松 一茂

馬場小由里

藤崎慎一

氏家 美 枝

西条 二 区

清水新居

東

紙 j鹿阿原

11 

j可上

あ
り
ま
す
。
手
当
の
支
給
は
、
請
求
月

の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
を

受
け
て
い
る
み
な
さ
、
ん
ヘ

六
月
中
巳
「
現
況
届
L

を
'
U
 

児
童
手
当
の
受
給
者
の
方
は
、
毎
年

六
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
届
け
は
、
受
給
者
の
所
得
が
制

限
内
で
あ
る
こ
と
や
、
児
童
の
養
育
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
も
の
で
、
引
き
続

き
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
を
決
め
る
大
切
な
届
け
で
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
該
当
す
る
み
な

さ
ん
に
お
送
り
し
ま
す
が
、
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
、
引
き
続
き
受
給
資
格

が
あ

っ
て
も
、
六
月
以
降
の
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
日
程
に
よ
り
「
現
況
届
」

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

日

時

平成5.6.1

六
月
十
八
日
(
金
)

午
前
九
時

1
午
後
四
時

中

央

公

民

館

講

堂

(
役
場
西
隣
り
)

お
問
合
せ
先
役
場
町
民
窓
口
課

児
童
手
当
係
(
包
万

2
1
1
1
)

場

所

⑨広報しようわ



宮
人
告
患
が

ω

バ
ス
臆
絹

ヒJU
町
で
は
今
年
も
、
」
ハ
十
五
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、

一
泊
二
日
の

「老
人
生

き
が
い
パ
ス
旅
行
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
は
京
都

・琵
琶
湖
方
面
で
す
。

ゆ
っ
く
り
温
泉
に
つ
か
り
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

母
子
、父
子
、
寡
婦

一

日

行

楽

υ 
母
子
、
父
子
、
寡
婦
の
み
な
さ
ん
を

対
象
と
し
た

一
日
行
楽
で
す
。

日
常
の

生
活
か
ら
離
れ
、
み
な
さ
ん
と

一
緒
に

一
日
行
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

O
日

時

六
月
二
十
七
日
(
日
)

O
場

所

静
岡
方
面

(
日
本
平
・
久
能
山
・東
照
宮
)

O
負
担
金

ひ
と
り
二
千
円

。
定

員

四
十
名

O
お
申
込
み
方
法

各
地
区
の
母
子
寡
婦
福
祉
会
役
員

さ
ん
、
ま
た
は
役
場
健
康
福
祉
課

(岱
万
|
2

1
1
1
)
ま
で
、
負
担

金
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

O
申
込
み
締
切
り

六

月

十

一
日
(金
)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

υ 

O 
日

日寺

六
月
十
五
日

・
十
六
日

一
泊
二
日

O
場

所

京
都
・
琵
琶
湖
方
面

O
負
担
金

ひ
と
り

一
万
八
千
円

。
お
申
込
み
方
法

老
人
ク
ラ
ブ
員
の
方
は
、
各
地
区

の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
さ
ん
に
負
担
金

を
添
え
て
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

他
の
方
は

、
地
区
の
会
長
さ
ん
か
、

健
康
福
祉
課

(
包
九
1
2
1
1
1
)

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

O
申
込
み
締
切
り

六
月
十
日

(木
)

-
県
か
ら
の
お
し
ら
せ

わ
れ
まる

すー

O
試
験
日

O
試
験
場

七
月
二
十

一
日

(水
)

山
梨
学
院
大
学

(甲
府
市
酒
折
二
丁
目
)

O
願
書
の
受
付
場
所

・
期
間

・
五
月
三
十

一
日
(
月
)

ー
六
月
七
日
(
月
)

・
昭
和
町
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
甲
府

保
健
所

(
岱
幻
|
1
3
8
1
)
へ
願

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
願
書
は
、
甲
府
保
健
所
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

。
受
験
手
数
料

五
千
円

。
合
格
発
表

七
月
三
十
日
(
金
)

O
お
問
合
せ
は
、
県
庁
健
康
増
進
課

(岱

幻
1
1
1
1
1
)
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

あ
な
た
乞
タ
ン
ス
を

始
め
ま
ぜ
ん
か

祉
黍
ダ
ン

昭
和
町
ダ
ン
ス
部
で
は
、

初
心
者
や

少
し
ダ
ン
ス
が
で
き
る
方
を
対
象
に
無

料
で
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

〈〉
日

時

六
月
十
三
日
(
日
)

午
後

一
時
1
三
時

〈〉
場

所

町
総
合
会
館

二
階
軽
運
動
室

〈〉
講

師

山
梨
県
ダ
ン
ス
教
師
協
会

の
先
生
方

。
服

装

軽
装
・
運
動
靴
か
ダ
ン
ス

シ
ュ
ー
ズ

〈〉
定

員

五
十
名

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

〈〉
お
申
込
み
先

町
教
育
委
員
会

(
岱
万
|
3
7
3
7
)
ま
で
ど
う
ぞ

5月24日-6月23日

7月26日-8月25日

A 試験

B 試験

南甲府警察署 (~43-01 10 )

西条駐在所 (~75-2055)

押原駐在所 (~75-0252)

水

設
備
止
に

ぎ

協

を

私
た
ち
が
、
毎
日
飲
ん
だ
り
子
を
洗

っ
た
り
す
る
水
道
の
水
、
田
ん
ぼ
で
使

う
水
な
ど
は
、
川
の
水
が
多
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
川
の
水
は
人
聞
が
使
う
だ

け
で
な
く
、
そ
こ
に
棲
む
魚
や
生
物
に

と

っ
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

こ
の
大
切
な
川
の
水
が
、
毒
物
や
油

で
汚
染
さ
れ
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
り

ま
す
。

も
し
、
み
な
さ
ん
が
川
の
近
く
に
行

っ
た
と
き
、
油
が
た
く
さ
ん
浮
い
て
い

た
り
、
変
な
臭
い
が
し
た
り
、
色
が
変

わ
っ
て
い
た
り
、
魚
が
死
ん
だ
り
苦
し

が
っ
た
り
し
て
い
る
な
ど
の
異
状
を
感

じ
た
ら
、
す
ぐ
に
役
場
環
境
衛
生
課

(岱
河
1
2

1
1
1
)
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

S41.4.2-S47.4.1生まれ

の大学卒業(見込)の男子

S41.4.2-S51.4.1生まれ

(A試験受験資格者以外)の方

7月11日(日)

9月19日(日)

警視庁・神奈川県・静岡県

との共同試験を含む

A試験

B 試験

⑩ 

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った 3

月介の医療費は、約3298万 7千円

です。 (前年同月比 6.1%の増)

病気の予防は、早

期発見、早期治療

が大切です。むや

みな転医はつつし

み、医療費を大切

に使し、まし ょう。

広報しようわ

-電話のご相談もお受けします

f:0552-28-8335 (直通)

相談日 : 月曜から金曜午前9時半~1 2時

午後 T 時~4時40分(祝祭日を除く)

。専門の相談員ガ親身に怠ってこ、相談|こ応じます。

O弁護士相談日 : 毎月第3木曜日午後 7 時~4時

W.. ・・~ -.;，. 
・1:..'・"7._・-

忘れずに

4ユ一一-ハーー

町内~通事故

発 生件数

「気をつけて

判の一言

==4月 突通事故

ご相談 件も
作imj伊
61y:;!!私

社団法人 日本損害保険協会

甲府自動車保険請求相談センタ-
m府市丸の内31- 6住友生命111 梨ビル3fe\' 叩附・車~J1待府主所内fi'0552-28-8810

平成5.6.1



保健衛生だより

手し 児 健 康 =-ロ=J，ジ，、， 査

実施日 | 受付時間及ぴ地区 該当児|場所

午後?時00分.-...-1時30分 平成 4年 5月
J立h公己、

(常示地区) 出 生児
β口、

6月(月ア)日 I午後T時30分.-...-2時00分
(西条地区) ム:z:;;、

午後2時00分.-...-2時30分 平成 4年 8月

(押原地区) 出 生児
官官

実施日 交付時間及び地区 |該当児|場所

午後T時00分.-...-1時30分 平成年月 *:公仏、
(常永地区 I~fiX: 4，，5:f11 

出生児 ム日、
6月(火8)日 I午後4時30分.-...-2時00分

(西条地区) 1t 
午後2時00分.-...-2時30分 平成 5年 2月

(押原地区) 出 生 児
官官

|西条地区 |西条一区西条二区清水新居西条新田 | 
|押原地区 |押越河東中島紙漉阿原 | 
|常永地区|築地新居飯喰河西上河東上河東二区|

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

種混合予防接種

日 時 6月29日(火)午後T時.-...-2時

場 所 総 合 会館

該当児

砂 I期......平成2年9月1日~平成3年2月28日までの出生児。

砂II期・・・・・・ I期3回を完了して1年から1年6か月以内の人。

惨平成2年3月1日~平成2年8月31日までの出生児で未接種の人。

持ち物母子手帳 ・問診票

〈注意事頂〉

O 体温がはかっていないと接種できません。体温は必ずはか

ってきてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1.発熱している人。または著しい栄養障害のある人。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

3. はしか (MMR)、BCG接種、ポリオ生ワク投与後 1か月以

内の人。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

5. 日本脳炎接種後、 2週間以内の人。

由子手帳受付及び→支(建康相談日

日 時 6月刊日(金). 21日(月)・ 30日(水)

午前9時~竹時30分

場 所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すので、お気軽にお出かけください。

⑪広報しようわ 平成5.6.1

日本脳炎予防接種

実施日 受付時間| 三両ョ火ケ リニオL ノl日し |場所

(I回目)I (火) 平成元年6月1日~ n貴u公u、

平成 2年 5月31日
合初回接種 6月22日 午後2T時時 までの出生児。

( 2回目) (火) 1t 

l年後の 上記のし、づ 昨年、初回接種を 官官
|追加接種 れかの日 2回済ませている人

持ち物母子手帳・問診票

※日本脳炎予防接種は任意の予防接種ですので、接種は保護

者の希望により行し、ます。また、上記該当児以外の人であ

っても 3歳以上の幼児であれば接種できますので希望者は

役場健康福祉課へ問診票を取りにきてください。

〈注意事項〉
・{本温は必ずはかつてきてください。

・問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください0

.接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉
①発熱している人、または著しい栄養障害者。

②はしか(MMR)・BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 Iか

月以内の人。

③ 3種混合予防接種を受けてから、 2週間以内の人。

④ 1年以内にけいれん・ひきつけを起こした人。

⑤ 心臓血管系疾患にかかっている人。

⑥上記に掲げる人のほか、予防接種を行うことが不適当な状

態にある人。

乳児整形外科検診

実施日 6月23日(水)

受付時間午後T時.-...-1時30分
場 所総 合会 館

該当児 平成5年2月1日~平成5年3月31日までの出生児。

持ち物母子手帳

4歳 6か月児健康診査

実施日 6月17日(木)

受付時間午後4時.-...-1時30分
場 所総合会館

該当児平成 3年10月 1日~平成 3年11月30日までの出生

児、及び前回未受診児。

持 ち 物 母 子 手 帳 ・ 1歳 6か月児健診質問票

2 歳児歯科横診

実施臼 6月24日(木)

受付時間午後4時.-...-1時30分
場 所総合会館

該当児平成3年2月1日~平成3年5月31日までの出生児。

持ち物母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている

コップと歯ブラシ。

飼えなくなった犬・猫収集白

日時 6月4・18日(金)午前10時50分.-...-10時55分
場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか
り主すをしてくだ、きい。



(
毎
週
水
曜
日
)

午
後
一
時

i

総
合
会
館

町
社
会
福
祉
協
議
会
専
門
員

民
生
児
童
委
員
正
副
総
務

と

六
月
十
一

(
毎
月
第
二
土
曜
日
)

午
後

一
時
j
三
時

総
合
会
館

町
結
婚
相
談
員

と
こ
ろ

相
談
員

き

日

と
こ
ろ

相
談
員

-
温
水
プ
ー
ル

休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
祝
日

・
町
立
図
書
館

休
館
日

六
月
一
日

i
九
日

(
特
別
整
理
期
間
)

毎
週
月
曜
日
・
祝
日

月
末
整
理
日
(
初
日
)

・
総
合
会
館
温
泉

定
休
日

第

了

第
三
日
曜
日
と
祝
日

O
六
月
九
日
は

お
休
み
に
な
り
ま
す

皇
太
子
さ
ま
が
御
成
婚
さ
れ
る
六
月

九
日
(
水
)
は
、
昭
和
町
で
も
次
の
施
設

が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

-

役

場

・

総

合

会

館

・
温
水
プ
ー
ル

・
町
立
図
書
館

と

六

月

日

・
十
六
日

(
毎
月
第

了

第

三
水
曜
日
)

午
後

一
時

1

中
央
公
民
館

行
政
相
談
員

き

と
こ
ろ

相
談
員

有
泉
淳
夫
氏

(
温
泉
も
休
み
ま
す
)

と

六
月
二
日
・
十
六
日
・

二
十

三
日
・

三
十
日

きせ

(10日はお休みです)

昭和町総合会館ほか

一般健診(血液検査など)

超音波(エコー) 大腸がん検査

胸部レントゲン 歯科検診

各地区の愛育班員さんを通してお申込み

いただきます。班員さんのいない地域の

方は、直接役場健康福祉課 (ft75-2 1 

1 1) までお申込みくださしE。

6月 8日伏)-15日(火)

(直接申し込む場合の期間です)

胃レン トゲン

7月 1日-12日

-健診内容

ろ

.お申込み

き

‘由:A之，

-と
-と

間期

*印の会場では歯科償診も実施します。

日時 対象地区 会場 時間

7月 4日(木) 西 条 一 区 西条二区第一公会堂

2日(金) 西条新田 ・紙漉阿原 女総 4E2コh 2色:;;:、 自官 午

3日(土) 西条一区・二区 *西条小体育館 同リ

4日(日) J丘〈二、、 i也 区 *総 4E2コ，、 ，Z4b ミ 自官 8 

5日(月) 押 越 女総 4Ebコ、 2合ミ、 自官 時

6日(火) j青 水 来庁 居 安清水新居公民館

7日(水)上河東・上河東二区 *常永児童館 10 

8日(木)飯喰・河西 *常求児童館 時

9日(金) 築 地 来庁 居 女総 4C2コ). 4Zミ~ 館 30 

竹巳(日) 1ノヘニ i也 区 *総 4c2コh dヱ会ミ、 自宮 分

12日(月) 河 東 中 島 *総 4E2コ恥 ，zd=bz 、 自官

砂日時・会場

F 
I也

西条区 西条二区 水新居清 西新条田 押東河中島漉阿原紙新居築地飯河上河豆主刈

区
越 膿 西東医

燃え
毎週火・金曜日 毎週月・木躍臼

1?8日日-・242巴日--285日日・・1219日日・15日 231日日 ・-274日日・・7280日日 ・14日・178る
物

燃なえ ラスガ空力ン
毎月第2水曜日第4水曜日 毎月第?水曜日第3水曜日

23日 2日・ 16日
物し1粗大ゴミ 23臼

※収集日が祝日 の場合は収集業務はいたしませんの

で次回の収集日をご利用ください。

※必ず を使用してくださし」

ール箱などでは出さないでくださし、。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してくだ

さL、。荷札は粗大ゴミに使用してくださし、。

※収集日の当日 に出して ください。

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこな ってくだ

さい。

夕、、ンボ

a
a
v
砂
R
V
母
⑫ 

6月

平成5.6.1

15日

広報しようわ

20 

今
年
の
源
氏
ボ
タ
ル
の
見
ご
ろ
は
、

六
月
十
五
日
前
後
で
す
。

ホ
タ
ル

の
幼
虫
を
放
流
し
た
場
所
は

次
の
所
で
す
。

-
紙
漉
阿
原

今

川
支
流

-

河

西

常

永
川
大
工
水
路

*
河
東
中
島
の
山
伏
川
は
、
河
川
工
事

の
た
め
、
今
年
は
幼
虫
の
放
流
を
し
ま

せ
ん
で
し
た
。


